
検査を維持するために
～システム障害下で行ったこと

大阪急性期・総合医療センター 医療技術部臨床検査部門



臨床検査部門 概要

項目 内容 詳細

スタッフ数 104名
臨床検査技師：常勤62名、非常勤29名
看護師(非常勤)：13名

業務
臨床検査科・
病理科

総合検査室(生化・免疫、血液、止血、一般)
輸血・HLA検査室、微生物検査室、
生理検査室(生理・超音波)、病理検査(病理科)

検体数 2021年度実績

生化・免疫：4,029,997件／年(16,800件／日)
輸血検査：60,273件／年(250件／日)
微生物検査：54,792件／年(250件／日)
生理検査：48,989件／年(204件／日)
超音波検査：18,330件／年(76件／日)



システム障害当日

部門システム(検体検査、生理検査、輸血、微生物)の完全停止

入院患者検体
生化学、血算はフルで測定、止血はオーダ通り、免疫は検査中止

各測定機器にオーダを手入力

生理検査は紙報告に切り替え

システムサーバ停止時用検査依頼票に移行
外来、病棟へ配布を実施



検査維持のための問題点

・長期化への対応



臨時検査票作成
10/31に使用した臨時検査票



臨時検査票の追加



検査維持のための問題点

・長期化への対応

・インシデント防止



採血室

検体受け取り

検体仕分け



インシデントを防ぐために

機器の上に注意事項等を

血算はバーコード使用

止血はセット毎ラック



検査結果の流れ

各フローを確実にすることで
インシデントを防止



・インシデント防止

検査維持のための問題点

・長期化への対応

・人員確保



検体検査項目の中止
生理検査部門から検体検査部門へスタッフを投入

＊外注検査

＊輸血検査

＊負荷検査など

＊検査報告までの時間

事業継続の律速は検査と輸血

検体検査・輸血検査を最優先



【減枠】

⚫成人心エコー

⚫体表、血管、頸動脈エコー(緊急
のみ対応)

⚫腹部、乳腺(ケモ効果判定のみ対
応)

【中止項目】

⚫ホルター

⚫CPX

⚫精密肺検査

⚫肺機能薬剤吸入前後

⚫ピロリ検査

⚫PSG

⚫ LP

⚫筋電図

⚫FMD

⚫無散瞳眼底検査

【減枠】

⚫マスター負荷心電図

⚫負荷心エコー

⚫経食エコー

＊ただし、治験は全項目施行生理検査項目の中止、減枠



・人員確保

検査維持のための問題点

・長期化への対応

・外注検査

・インシデント防止



外注検査

＊再開のための問題点＊

・汎用用紙でのオーダ

・項目が多岐にわたる

・採血管の種類

臨時用紙の作成



・人員確保

検査維持のための問題点

・長期化への対応

・外注検査

・インシデント防止

・輸血検査



輸血検査

＊手術用輸血オーダについてのルール決め

・手術室入室時のクロスマッチ用血液の採取

・2000ml以上の出血が考えられる手術の回避を依頼

＊製剤管理

・出入庫、使用、副作用、検査結果の管理用マクロファイル作成

血液製剤入出庫処理不可、製剤管理不可



検査機器とシステム

病院方針：クリーンインストールの実施

検査機器は実施不可能

対応策：2種類以上のウイルスチェックを実施

計画を立て、進捗を管理。現状況の把握と問題の抽出



検査内周知

・主査以上の会議は毎日

・ホワイトボードを活用



反省点

・判断が遅かった
生理スタッフを検体検査に11/10
一部スタッフに負担がかかる状況

・ベンダー任せにしていたセキュリティ



検査を維持できた大きな要因

1. 情報共有がうまくいった

2. スタッフが自ら考え行動できた

3. 指示系統がしっかりできていた

平素からの災害への取り組みの成果



ご静聴ありがとうございました


